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開始ナ.0と共に繊毛を失うに至.0ものと考えちれ I.分子居: 分子居には銀lて濃染ナる Hortega-
る。比較的小7肢の分泌頼粒は基底側に存し，表暦に gliaと銀に淡染ナる Oligodendrogliaが散在し，
近附くに従ってその大きを噌大し且つ細胞縦軸に並 両者共細胞原形質は僅タであ答。 HortegagIiaは略
行な数条の列をなナことが認められる。しかも此れ 櫛田形核を有し細抱体上 P両極性，多極性に細長の
ら分泌頼粒の相互間には此れを縦に連ねる極占うで麟 突起を出し突起は更に尖端に走るに従い分扶・し，此
細な糸状物が存じ細胞基底部に近くは多数の徴細な の小枝の周囲には悲In毛を観察ナる。 Oligodendro・
.0球形頼粒に連続ナる。此の飯細頼粒は所謂Mikro__ gliaは蹴して HortegagIiaに比し形は大きいか叉 
somenであれ Mikrosomen相互間並びに分担、頼 は同大で同形核を有し核内にlr醤銀性粗大穎粒を包蔵
粒を連結ナる組糸は Mikrosomenf制 enである。 し HortegagIiaの立!lき突起は会〈認められ古るか
上記の所見より最小なる分泌穎粒は Mikrosomen 又は極めて短い突起を認めるに過ぎない。との短突
に関係ありで発生し，頼粒は次第にその周囲に分泌 起の尖端に膨陸せあ小球を観察し符石。其の他櫛円
物質を吸着しつ Lその大きを噌大し Mikrosomen- 形核を有しl管:酸性粗大観粒を含むも表層に向つての 
f剖 en上を腺腔に向って誕行，下層より表層に上昇 みj乏しF、突起を 1本乃至2叉性に出じている Fananas
し還に腺陸内に分泌そられるに宝石。かくの如〈 氏細胞を観察し得る。 Tangentialfaserは分子層の
，Mikrosomenf剖en上を物質は移動ナる性質がある 深部きに存在ずると謂われているが，私の標本で、は
と考えちれる。 繊細なるものは向表}菅直下迄此れを見出ナ事ができ
腺細胞の繊毛は粘膜表層に於けあものと同じく細 た。叉此の繊維には走行中に小結節の存在を認、必得
胞遊離縁に近〈ー列に並列せる;1、球形顎粒状の基礎 る。 Tangentialfaser，Kletterfaserより分枝せる
小体に始主る。他方此の基礎小体より細胞質内に向 微五li無髄繊維は更に徴細に分校し互に交叉して居の
って極めて微細なる繊毛根が発生し細胞内を縦走し 深部に於て Wabenstrukturく峰巣状構造〉をたし
て核附近にで消失ずる像を見る。此の繊毛根上に時 ている。
正しで Mikrosomen頼粒が存ホナるを認、必，繊毛 ][.頼粒唐: 頼粒細胞が無数に存在し大さは略
根は Mikrosomenfadenと同ーなるか或は&くと 鯨巴球大，核内にクロマチン頼粒を多数合む。との
も此れに近似せる物体であると忠われる。 細胞の突起を染色ナ各事は困難なるも私白標本に於
嘆粘膜上皮居中には粘膜下層に於けるものと異る でとの細胞の辺鞍が鋸歯状を皐している事を認占うた
他種の柴液性と思われる腺が存在し此れには多数の 故，突起は存在すると思われる。此等頼粒細胞の間
分泌穎粒を包含ナる不規則円柱形又は立方形の腺細 に介在ナる徴細無髄神経繊維は更に小枝に分;践し時
胞よ P成る単胞状腺と，他方には重層上皮列中のー に小なる針白状神経終末くOse)にで終っている。
個の上皮細胞内に分泌頼粒を生じ発生したる単一知i 頼粒居には t~l その数多からざるも MokrogIi a， Hor-
胞腺が存ナる。前者の分泌頼粒は大形にして極めて tegaglia，OIigodendrogliaが散在しでいるのを認
多量で、あるに反し，後者の分泌頼粒はその数も歩く む。
をMakroglia[，髄質: 髄質には極めて多くの 1、形で、ある。従って単一細胞腺はおそらく上皮;1かっ 
居内胞状腺の原始的段階にあるものでるってとの両 認め Makrogliaは核は略円形，原形質、はタ〈長
者の細抱は全〈同一系統に属ナ石ものと忠われる。 突 ít~性と短突起性の 2 種を観察し符，短突起性の
以上を総括して考うるに蛙嘆粘膜には 2種の奨液 Makrogliaには Oligodendrogliaに類似した細胞
腺が存在ずるとしさらに膿上皮と粘膜上皮とは容 も発見され，との両者には移行型が存ナるか主恩わ
易に，互に移行し得あ性質-が存ナるものであること れる。との Makrogliaはー細胞原形質内に核が2
を認める。 個接着して存ナる状態， 2個の細胞が近距離に相接 
ずる状態等の直接細胞分裂像を思わぜるものを観察
3. 小脳鹿質の微細構謹Iζ就いてく第1騒〉 し符る。 MakrogIiaの星状形をなす突起は尖端に
田辺健二 走るに従い多くの分校を出し尖端終末に於ては隣接
白ネコぐミを用い;j、脳皮質徴細構造を観察した。固 の Makrogliaの同様突起との連絡が見られる。叉
定は 10%Formol及び CajaI氏固定液を用いカ 突起が 01igodendrogliaを取巻いているのも発見F
ポワック久切片とたし吾教室の BieIschowsky氏鍍 されあ。突起の尖端が血骨盤に援し結節状の血管足
銀変法を使用したo は認められるも特に血管の周囲にのみ集鋲ナるが如;i lJI!'_，' 
-286ー 	 千葉医学会雑誌 第 29巻
き状態は観察し得られなかった。 発達せざる豚，猫牌に於ては爽動脈が著明に多数発 
Oligodendroglia，Hortegagliaも共に髄質内に 達ナる。但し豚牌の方が猫のものより良好に発達ナ
存しとの両者にも Makroglia同様に直接細胞分裂 石。叉猫碑のリシパ鞘は豚牌のものに比し進に発達
，J 
像と思われるものが観察された。	 が悪い。 3)猫，豚牌の血流路に関しては次の所見
あり。即ち中心動脈は分岐して筆毛動脈とな D次い
4. 碑の髄細構造に関する知晃補選
で英動脈を経て， SinuskapiIarenに移行し更に
千太解剖学教室吉田義朗 
Sinuskapillarenは牌髄静脈に注いで居る像を鍍銀
数種の崎字L動物牌の徴細構造を主としで BieI- 標本に於で観察し得る。即ち閉鎖路が存在ナあと思 
schowsky氏鍍銀変法を使用し比較研究した。猫及 はれる。一方豚牌のリシパ節内部にで中心動脈より
び豚の牌は下記の如き互に類似せる所見を墨ナ。 分校せる小動脈は Pシパ節周辺に向い，次いで辺縁
1)所謂 Ringfaserを有す石碑i同は存在せず代りに 帯に主主入し辺縁帯内又はその周辺に在ナる静肱を経 
SinuskapiIarenなるものが多数発達ナる。 で牌柱静脈に至る所見を鍍銀標本で観察し得た。 
2) Sinusの発達せる人犬撃の牌に比し， Sinusの	 く豚牌では辺縁帯は良〈発達せ!J0) 
3霊シ建3fクゆず事い
スタミン剤コ事	 ;通巧

①催際作用なし・・・・・おむくない
臨舶に発現するねむ受話ま僅か2パ戸セシト
①注射 iま鎮痛……小児にも注射容易
開宥えのなじみは轄に優れ、大量の皮下注射も可能。運用
によるシコリ其の他の心配なぐ、注射時の露霜は杢〈ないo
①特に欝家の御試用を賜り度し矧申回世帯設呈 
奪麻疹・窪惇i性皮膚疾患
気管支鳴息其の他アレy ギー疾患
注射 (401if. 10管)ー 130円
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